




























A Study of Reading Guidance for the Peace Education  














































































































































































図書として「○○年生の本だな」として以下の図書が紹介されている。               
　3年生の本だな：『ちいちゃんのかげおくり』（あまんきみこ）                  
　5年生の本だな：『被爆者』（会田法行）                                      
　 6年生の本だな：『弟の戦争』（ロバート・ウェストール）『ピカドン』『バスラの図書館員』
（ジャネット・ウィンター）『シマが基地になった日』（真鍋和子）     








　3.3　光村図書掲載分                                                             
　2年「この本，読もう」　『けんかのきもち』（しばたあいこ）　　
　戦争を扱ってはいないが，個人的な争いの心情を描写している作品として取り上げてみ
た。平和を考えるための小学校低学年の読書材として見た場合，適当かと考える。     
　3年「ちいちゃんのかげおくり」（あまんきみこ）関連図書  
　『おかあさんの木』（大川悦生）『えんぴつびな』（長崎源之助）『かわいそうなぞう』
　（つちやゆきお）                                 
                                                                               








まく』（大塚敦子）   
                                                                               




















































































































6．お わ り に
　平和を考える上で，読書指導の在り方を考えてみた。特に小学校低学年は，学校教育において
は，平和教材が存在せず，関連図書にも掲載されていない。本稿では読書意欲を高めることが優
先だと記したが，戦争を直接描写された作品を与えるのが憚れる年齢であることも理由として挙
げられる。しかし，平和教育は0歳からという言の通り，低学年においても平和を考える読書材
は必要である。その点で，今回提案した二つの作品は有効ではないかと考える。こういった読書
材を発掘していくことが今後の課題である。
　そして，今一つの課題は，リストづくりは所詮大人の発想によるものであり，当事者である子
どもの意識は無視されている。子どもにとって平和を考える読書材，戦争を扱った読書材はどう
受容されているのか，調査分析する必要があると考える。
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